
 
ブルートゥースワイヤレスバススピーカー
QBU-02

取扱説明書

ご使用になる前に
この説明書（保証書付）を最後までお読みのうえ正しくお使いください。

この度は、本製品をお買上げ頂き誠にありがとうございました。
この取扱説明書（保証書付）は、大切に保管してください。
お読みになった後は、わからないことや不具合が生じた時にお役立てくだ
さい。

日本国内専用
FOR USE IN JAPAN ONLY

本製品は家庭用として作ら
れており、業務用には使用
できません。
室内での使用に限ります。

YAMAZEN BOOK
商品の詳細は
こちら

UQUA（ウクア）

電源
入力

 ●安全上のご注意
製品を安全にお使いいただき、あなたや他の人への危害や損害を未然に防ぐ
ため、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ必ずお守りください。

 警告 人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示してい
ます。

 注意 人がけがをしたり、損害の発生が想定される内容を示してい
ます。

■【本文中に使われている絵表示の意味】

禁止 風呂、シャワ一
室での使用禁止

分解 
禁止

ぬれ手 
禁止

水ぬれ 
禁止

指示を 
守る

ACアダプター
を抜く

 警　告

禁止

発煙や変なにおいがするときは、使用しない
そのまま使用すると、火災・感電の原因となります。

ACアダプ
ターを抜く

ACアダプター（市販品）に接続したUSBケーブルが傷んだり、発
熱したときは、ACアダプターをコンセントから抜く
そのまま使用すると、火災・感電の原因となります。ACアダプター
に接続したUSBケーブルが傷んだら、お買い上げの販売店に交換
をご依頼ください。

ぬれ手 
禁止

ぬれた手でUSBケーブルを抜き差ししない
感電や故障の原因となります。

分解 
禁止

分解・修理・改造はしない
感電・火災の原因となります。
内部の点検・調整および修理はお買い上げの販売店にご依頼くださ
い。

禁止

雷が鳴り出したら、ACアダプター（市販品）およびACアダプター
に接続したUSBケーブルに触れない
感電の原因となります。

指示を守る

落としたり、強い衝撃を与えてキャビネットを破損したときは、す
ぐに電源を切る
そのまま使用すると、火災・感電の原因となります。
お買い上げの販売店に点検をご依頼ください。

禁止

USBケーブルを取り扱うときは、次のことを守る
• 傷つけない
• 延長するなど加工しない
• 加熱しない・引っ張らない
• 重い物を載せない・はさんだりしない
• 無理に曲げない・ねじらない
• 束ねたりしない
守らないと、火災・感電の原因となります。

入れない

機器の上に物を置いたり、異物を入れたりしない
金属類（クリップや針、コインなど）や紙などの燃えやすい物が内部
に入った場合、火災・感電の原因となります。

指示を守る

内部に水や異物等が入ったら使用しない
そのまま使用すると、火災・感電の原因となります。

水ぬれ禁止

故意に水の中に沈めたり、湿気の多い場所に放置しない
火災・感電の原因となります。本機はIPX7相当の防浸機能を有し
ていますが、完全な防水を保証するものではありません。

禁止

電源入力端子を金属でショートさせないでください。
火災・感電・故障の原因となります。

水ぬれ禁止

USBケーブルのUSBプラグに水滴がついたままスピーカーに接
続しないでください。
火災・感電・故障の原因となります。

禁止

次のような場所には置かない
• 火のそば、暖房機器のそばなどの高温の場所
• 直射日光の当たる場所
• 振動の強い場所
• 腐食性ガス（亜硫酸ガス、硫化水素、塩素ガス、アンモニアなど）
の発生する場所
• 極端な高温、低温、温度変化の激しい場所
• ぐらつく台の上や傾いた所など、不安定な場所
• 炎天下の車内・ほこり、油煙の多い（調理場など）場所

 注　意

禁止

機器の上に乗らない
倒れたり、こわれたりしてけがの原因となります。
特にお子様のいるご家庭ではご注意ください。

禁止

長時間音が歪んだ状態で使わない
スピーカーが発熱し、火災の原因となることがあります。

ACアダプ
ターを抜く

スピーカーを持ち運ぶときは、USBケーブルを抜き、ACアダプ
ター（市販品）はコンセントから抜く
コードが傷つき、けがや火災・感電の原因となります。

指示を守る

音量に注意
• 始めから音量を上げ過ぎると、突然大きな音が出て耳を傷めるこ
とがあります。接続する機器の音量は小さくしておいてください。
電源を入れたとき、突然大きな音が出て聴覚障害などの原因となる
ことがあります。

指示を守る

結露が生じた場合は、結露がとれてから使用する
寒いところから急に暖かい場所へ移動すると、本機に結露が生じる
場合があります。この状態で使用すると、正しく動作しなかったり、
感電・故障の原因になる場合があります。このようなときはACア
ダプター（市販品）を抜き、１時間ほどその状態で放置し結露がと
れてからご使用ください。

禁止

スピーカーはブラウン管を使用したモニターや磁気を利用した記
録媒体には近づけない
モニターに色むらが発生したり、記録した内容が破損する原因とな
ることがあります。

指示を守る

梱包材や梱包袋は、安全な場所に保管する
製品の梱包材や梱包袋は、お子様の手の届かない場所に保管して
ください。お子様の窒息などの事故の原因となることがあります。

免責事項について
 ●地震・雷・風水害および当社の責任以外の火災、第三者による行為、そ
の他の事故・お客様の故意または過失、誤用、その他の異常な条件下で
の使用により生じた損害に関して、当社は一切責任を負いません。
 ●取扱説明書の記載内容を守らないことにより生じた損害に関して、当社は
一切責任を負いません。

※ 商標について
 ●Bluetooth®のワードマークおよびロゴは、Bluetooth SIG, Inc. が所有す
る登録商標であり、これらのマークをライセンスに基づいて使用しています。

 ●本製品について
無線通信について
本製品は、特定無線設備の技術基準適合証明等に関する規則の認証を取得し
たモジュールを内蔵しています。
以下の行為を行うと法律により罰せられることがあります。
 ●本機を分解したり改造すること。
 ●本機底面に貼ってある認証ラベル（定格ラベル）
をはがすこと。
 ●無線製品表示の説明
使用周波数：２．４ＧＨｚ帯
変調方式：ＦＨ－ＳＳ変調方式
与干渉距離：80ｍ

2. 4 F H 8

 注意
 ●本機の使用周波数は2.4GHｚ帯です。この周波数帯では電子レンジなど
や、医療用、産業用などや、免許を要しない特定小電力無線局、アマチュ
ア無線局などが運用されています。そのため、本機と他の無線局とで電
波干渉が発生した場合には、速やかに本機の使用を停止するか、使用場
所を移動してください。

内蔵電池について
スピーカーは内蔵電池として、リチウムイオン電池を使用しています。

 注意
 ●希少な金属を再利用し、地球環境を維持するために、不要に
なった製品は廃棄せず、リサイクル協力店の回収箱に入れて
いただくか、各自治体の廃棄方法に従って処理してください。 Li-ion

 ●長期間充電しないと、使用時間が短くなったり、充電できなくなることが
あります。半年に一度くらい充電することをお勧めします。

防水機能について
本機は一時的に水中に沈めても、有害な影響を生じる量の水の浸入がない防
水機能（IPX7相当）があります。
（※  IPX7：規定の圧力及び時間で外郭を一時的に水中に沈めたとき，有害な

影響を生じる量の水の浸入がない（防浸形））

 注意
 ●充電するために、スピーカーの電源入力端子カバーを外しているときは、
防水機能(IPX7相当)が保てません。水濡れにご注意ください。

 ●梱包品
ご使用の前に下記の物が梱包されていることをご確認ください。万が一、不
足がある場合は、お買い求めになられた販売店または当社のサポートセンター
までご連絡ください。

電源
入力

スピーカー

USBケーブル
（約1m USB-A/
USB-Cケーブル）

保証書付き
取扱説明書（本書）

 ●各部の名前

電源
入力

j（電源）ボタン

電源入力端子

電源入力端子カバー
（防水キャップ）

電源 /充電表示

Bluetooth 表示
マイク

（ペア接続）ボタン
＋ボタン
（音量アップ [長押し ]・前方スキップ）

－ボタン
（音量ダウン [長押し ]・
  後方スキップ）

（ライト）ボタン

qボタン（再生 / 一時停止）

ライト
スピーカー

 ●充電する
本機は内蔵電池として、リチウムイオン電池を使用しています。
初めてお使いになる前や長期間お使いになっていない場合は、必ずスピーカー
を充電してからお使いください。

※ ACアダプターは、付属しておりません。市販のACアダプター（出
力:DC5V 1A、USBタイプAタイプ）をご用意ください。

※ 電源は、充電中でも入ります。
※ 充電中、充電完了直後は、スピーカーが暖かくなることがありま
すが、異常ではありません。

※ 十分に充電しても使用時間が短くなる場合、内蔵電池の寿命が考
えられます。当社のサポートセンターへお問い合わせください。

1. 電源入力端子カバーを外します。
2. ACアダプター（市販品）を家庭用コンセント（交流100V 
50/60Hz）に接続します。

3. 付属USBケーブルのタイプCプラグを本機の電源入力端子に接
続し、タイプAプラグをACアダプター（市販品）に接続します。
 ●スピーカーの電源/充電表示が点灯します。
本機の状態により、電源/充電表示の点灯状態は変わります。
詳しくは、裏面の「各表示について」をご覧ください。
 ●スピーカーの充電が終わると、充電表示は消灯します。
 ●電池を使い切った状態では、充電が終わるまで約5.5時間です。

電源
入力

家庭用コンセント

電源入力端子

電源入力端子
カバー

ACアダプター
（市販品）

タイプCプラグ 付属USBケーブル

タイプAプラグ

電源 /充電表示

※ 電源/充電表示が点滅したら、内蔵電池の残量が少なくなっていま
す。早めに充電してください。

※ 電源入力端子が濡れているときは、よく水気を拭き取ってから、充電
してください。

 ●充電完了後の連続使用時間の目安
動作状態 連続使用時間

音声再生 約15時間
 ●連続使用時間はJEITA（電子情報技術産業協会）規格による測定値です。
 ●連続使用時間はあくまでも目安です。音量や電池の状態によって、連
続使用時間は異なります。

ブルートゥースワイヤレスバススピーカー

QBU-02

QBU-02

お名前
ご住所
店　名
住　所

※この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。従ってこの保証書に
よってお客様の法律上の権利を制限するものではあリませんので、保証期間経過後の修理についてご不明の場
合は、お買い上げの販売店にお問い合わせください。
※本保証書に記載された個人情報は本機の保証・サービスを目的としており、それ以外の目的で使用することは
ありません。

修理メモ

本書は、本書記載内容で無料修理を行うことをお約束したものです。
上記「無料修理保証期間」中に故障が発生した場合は、商品と本書をご持参ご提示のうえ、お買い上げの販売
店に修理をご依頼ください。

●所定記入欄が空欄のままですと、本書は有効とはなりません。記入のない場合は直ちにお買い上げの販売店
へお申し出ください。
●本書は再発行いたしませんので紛失しないように大切に保管してください。

〈無料修理規定〉
1. 取扱説明書、本体添付ラベル等の注意書きに従った正常な使用状態で、保証期間内に故障した場合は、無料
修理いたします。なお修理に代えて製品本体交換又は代替品交換とさせて頂く場合がありますので、ご了承
ください。

 調査報告書の提出依頼等、製品の修理・交換以上の責はご容赦ください。
2. ご転居、贈答品等で修理依頼ができない場合には、キュリオムサポートセンターへご相談ください。【キュ
リオムサポートセンター :0570-00-9106 受付時間 ： 月～金午前10時～午後5時30分(土・日・祝祭日・
年末年始を除く )※ナビダイヤルは一部の電話ではご利用になれない場合があります。】

3. 保証期間内でも、次のような場合には有料修理となります。
(イ ) 使用上の誤りや不当な修理、改造による故障及び損傷。
(ロ ) お買上げ後の転倒、輸送、落下等による故障及び損傷。
(ハ ) 火災、地震、風水害、ガス害、落雷、その他の天災地変、公害や異常電圧その他の外部要因による故

障及び損傷。
(ニ ) 一般家庭以外（業務用、車両・船舶への搭載）に使用された場合の損傷。
(ホ ) 本書のご提示がない場合。
(ヘ ) 本書にお買上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句を書き換えられた場合。

4. 本書は日本国内においてのみ有効です。This warranty is valid only in Japan.

品　　   番

保 証 期 間

お　客　様

販　売　店

本　体 お買い上げ年月日 　年　　　　月　　　　日より1年間

〒
様

本書に記載の内容と異なる使い方や目的で使用されますと、保証の対象外となります。
また、生じた損害についても弊社は一切責任を負いません。

UQUA（ウクア）



 ● スマートフォンとのBluetooth接続（ペアリング）
スマートフォンの音楽を本機で聴くには、本機とスマートフォンをBluetooth
接続する必要があります。このBluetooth接続をペアリングと呼びます。

1. 接続するスマートフォンのBluetoothをオンにします。
 ●スマートフォンのBluetoothをオンにする方法は、お使いになるスマー
トフォンの説明書をご覧になるか、スマートフォンに表示されるメッセー
ジに従って操作してください。

2. j（電源）ボタンを押して電源を入れます。

押す

点灯点滅（緑色）

 ●電源/充電表示が点灯し、Bluetooth表示は緑色に点滅します。
 ●スマートフォンとペアリングしようとする前に、Bluetooth表示が緑色
に点灯している場合は、既に他の機器と接続しています。接続済み機
器とのペアリングを解除してください。
 ●ペアリングを解除するには、スマートフォンで接続を解除してください。

3. 接続するスマートフォンからペアリングを行います。
 ●Bluetoothのペアリングの方法は、お使いになるスマートフォンの説
明書をご覧になるか、スマートフォンに表示されるメッセージに従って
操作してください。
 ●スマートフォンには、本機は「QBU-02」と表示されます。
 ●スマートフォンとのペアリング中は、Bluetooth表示が緑色に点滅します。
 ●スマートフォンとのペアリングが完了すると、Bluetooth表示は、緑
色の点灯になります。

点灯点灯（緑色）

 ●ペアリングが完了しないまま約10分間経過すると、電源が切れます。
再度、j（電源）ボタンを押して電源を入れると、ペアリングが再開します。
 ●本機とペアリングしたスマートフォンは、次回以降は、この操作は不要
です。本機の電源を入れると自動的にペアリングされます。

 ●スマートフォンの音楽を聴く
※ 電源を入れたときに大きな音が出るのを防ぐため、予めスマートフォ
ンの音量は最小にしてください。

1. 本機のj（電源）ボタンを押して電源を入れ、本機とスマートフォ
ンとのペアリングが完了するのを待ちます。
 ●本機とスマートフォンのペアリングの方法は上記の「スマートフォンと
のBluetooth接続（ペアリング）」をご覧ください。
 ●本機とペアリングしたスマートフォンは、本機の電源を入れると自動的
にペアリングされます。
 ●Bluetooth接続したスマートフォンからの通信が無い状態が約10分
間経過すると、電源が切れます。

2. スマートフォンで曲の再生を開始します。
 ●スマートフォンのアプリケーションで曲が選ばれているときは、本機の
qボタンを押しても曲の再生が開始できます。

3. 曲を再生中に本機のqボタンを押すと曲の一時停止になります。

押す

4. 本機の＋ボタンを長押しすると、音量が大きくなります。
本機の－ボタンを長押しすると、音量が小さくなります。

長押し 長押し

5. 本機の＋ボタンを短く押すと、次の曲に進みます。
本機の－ボタンを短く押すと、曲の初めに戻ります。
さらに、－ボタンを押すと、前の曲に戻ります。

押す 押す

6. 電源を切るには、本機のj（電源）ボタンを押します。
※ スマートフォン以外の機器でも、本機とBluetooth接続（ペアリン
グ）できれば、その機器での音楽や音声を本機で再生することがで
きる場合があります。詳しくは、各機器の説明書をごらんください。

※ 本機の＋または－ボタンを長押しすることで、接続したスマートフォ
ンまたは機器の音量を調整しています。したがって、接続したス
マートフォンまたは機器で本機の音量を調整できます。

※ 音楽を停止していても、ペアリング中は電源は切れません。必ず本
機のj（電源）ボタンを押して、電源を切ってください。

スマートフォンの音楽をステレオで聴く（ペア接続）
※ 音楽をステレオで聴くには、本機（QBU-02）が2台必要になります。

1. 1台目本機のj（電源）ボタンを押して電源を入れ、本機とスマー
トフォンとのペアリングが完了するのを待ちますます。
 ●1台目の本機が向かって左側のスピーカーになります。
 ●ペアリングが完了すると、Bluetooth表示は緑色に点灯します。

2. 2台目本機を1台目の向かって右側1m以内に置き、j（電源）
ボタンを押して電源を入れます。

1台目 2台目

点灯点灯（緑色）

押す

点灯点滅（緑色）

1m以内

 ●2台目の電源/充電表示が点灯し、Bluetooth表示は緑色に点滅します。
 ●2台目の本機が向かって右側のスピーカーになります。

3. 2台目本機のBluetooth表示が緑色に点滅している間に、1台
目本機の （ペア接続）ボタンを押します。

押す

1台目 点滅（青色）

 ●1台目本機のBluetooth表示が青色に点滅します。

4. 1台目本機のBluetooth表示が青色に点滅している間に、2台
目本機の （ペア接続）ボタンを押します。

点滅（青色） 点灯（緑色）→点滅（青色）

押す

1台目 2台目

 ●2台目本機のBluetooth表示が青色に点滅します。

5. 1台目本機のBluetooth表示が青色に点灯するのを待ちます。
点灯（青色）1台目 2台目 ゆっくり点滅（青色）

 ●1台目本機のBluetooth表示が青色に点灯し、2台目本機の
Bluetooth表示がゆっくりとした青色に点滅になると、ペア接続が完
了し、スマートフォンの音楽をステレオで聞くことができます。
 ●1台目と2台目本機の位置を逆に置くと、十分なステレオ効果が得ら
れません。

6. 1台目と2台目本機のペア接続を解除するには、どちらかの 
（ペア接続）ボタンを長押しします。
 ●1台目本機のBluetooth表示が緑色点灯になり、2台目本機の
Bluetooth表示が緑色に点滅になります。
 ●ペア接続を解除したら、再度ペア接続するには、本手順を初めから行っ
てください。

 ●ペア接続中に出来ること
 ●ペア接続した本機は電源を切っても、それぞれの電源を入れると、自動的
に再度ペア接続を行います。
※ （ペア接続）ボタンを長押しして、ペア接続を解除した場合は、それぞ
れの電源を入れてもペア接続にはなりません。

 ●1台目本機のj（電源）ボタンを押すと、両方の電源が切れます。
 ●2台目本機のj（電源）ボタンを長押しすると、両方の電源が切れます。
 ●どちらかの＋または－ボタンを長押しすると、音量が変更ができます。
 ●どちらかの＋または－ボタンを短く押すと、曲の移動ができます。

 ●ペア接続ができないときの対応
 ●2台目の本機が、スマートフォンとペアリングしているときは、ペアリング
を解除してください。ペアリングを解除するには、スマートフォンで接続を
解除してください。
 ●音楽を再生したいスマートフォン以外のスマートフォンと本機とのペアリン
グ履歴が残っていると、ペア接続できない場合があります。
以下の方法で、1台目/2台目本機のペアリング履歴をリセットしてください。
・  電源を切った状態で、j（電源）ボタンを8秒以上長押
しします。電源/充電表示が一瞬消灯し、Bluetooth 
表示が約2秒消灯すると、リセットが完了し、Bluetooth 
表示が点滅します。

長押し（8秒以上）

1台目 /2台目

 ●その他の使用方法
音楽再生中にかかってきた電話に出る
1. 本機で音楽の再生中にスマートフォンに電話がかかってきたら、
本機のqボタンを押します。
 ●本機とBluetooth接続しているスマートフォンに電話がかかってくる
と、音楽の再生は一時停止します。

2. 本機のマイクに向かって話します。
3. 電話を切るには、本機のqボタンを押します。

 ●一時停止していた音楽の再生が開始されます。

押す

マイク 点灯（青色）: ペア接続時
点灯（緑色）: 単独接続時

※ ペア接続中は、どちらのqボタンを押しても電話に出ることができます。
ただし、マイクは1台目のみが有効です。Bluetooth表示が青色に点灯し
ている1台目のマイクに向かって話してください。

ライトを点ける
1. 本機のj（電源）ボタンを押して電源を入れます。
2. （ライト）ボタンを押します。

 ●本機のライトが点灯し、その後ゆっくりと輝度が変化します。

3. ライトを消すには、 （ライト）ボタンを押します。

押す
※ ペア接続中は、どちらかの （ライト）ボタンを押すと、ライトの点灯・消
灯ができます。

各表示について
本機の状態を電源/充電表示およびBluetooth表示の点灯・消灯および点滅
でお知らせします。

電源/充電
表示

Bluetooth表示
Bluetooth
未接続

Bluetooth
接続

ペア
未接続

ペア接続
左側 右側

電源入り

充電無 点灯（緑）

点滅（緑） 点灯（緑） 点滅
（青）

点灯
（青）

ゆっくり
点滅
（青）

充電中 点灯（黄）
満充電 点灯（緑）
内蔵電池
残量少 点滅（赤）

電源切り
充電無 消灯

消灯充電中 点灯（赤）
満充電 消灯

 ●お手入れ
本機内部に水が入ってしまったら

※ お風呂でお使いになった後は、本
体表面は乾いた柔らかい布で拭き、
電源入力端子カバーを外してくださ
い。その後、タオル等の上に本機
をスピーカー面が下になるように逆
さまにして置き、よく水気を切って、
乾いた場所で保管してください。

電源入力
端子カバー

日頃のお手入れ
 ■本体表面は乾いた柔らかい布で、から拭きします。
 ■本体表面の汚れがひどい場合のみ、水で濡らした柔らかい布をよく絞って
から丁寧に拭いてください。
※ メラミンスポンジなど固いスポンジやたわしは使わないでください。傷の
原因になります。

※ みがき粉やたわし、ベンジン、シンナー、アルコールなどの溶剤は使わ
ないでください。

 ■本体は、常に清潔にしておいてください。汚れた場合は、柔らかい布で
丁寧に拭いてください。

 ●仕様
品 名 ブルートゥースワイヤレスバススピーカー UQUA（ウクア）
型 名 QBU-02
S / N 比 60dB 以上
最 大 出 力 3W 4Ω
電 源 5V  1A
内 蔵 充 電 池 3.7V 2600mAh リチウムイオン充電池（保護回路内蔵）
充 電 時 間 約5.5時間
充電池連続動作時間 約15時間（再生音量などにより動作時間は変化します。）
ス ピ ー カ ー 径 52mm
入 力 端 子 USB-C端子（電源）
防 水 性 能 IPX7
外 形 寸 法 約100（直径） × 100（高さ） mm （突起部含まず）
質 量 約355g
Bluetooth受信機仕様
登 録 番 号 QBU-02
バ ー ジ ョ ン 5.3
ク ラ ス Class 2
対 応 プ ロ フ ァ イ ル A2DP 1.3.2、AVRCP 1.6.2、HSP 1.1、HFP 1.8
使 用 周 波 数 2.4GHz帯
変 調 方 式 ＦＨ－ＳＳ変調方式
与 干 渉 距 離 80ｍ
通 信 距 離 約10m
付 属 品 USB-A/USB-Cケーブル（約1m）、取扱説明書(保証書付き：本書)
※ 本機の外観および仕様は改善のため予告なく変更することがあります。この商品は、日本国内用に設
計、販売しております。海外での修理や部品販売などのアフターサービスは行っておりません。

 ●故障かな？と思ったら
修理を依頼される前に一度以下の項目を確認してください。
それでもなお異常があるときは使用を中止して、サポートセンターまでご連絡
ください。

症状 ご確認ください
スピーカーの電源が入ら
ない。

 ● 内蔵電池を使い切っていませんか。スピーカーの内蔵電池を充電し
てからお使いください。

スピーカーが充電できな
い。

 ● スピーカーとACアダプター（市販品）は、正しく接続されていますか。
 ● スピーカーの電源入力端子は汚れていませんか。電源入力端子は常
に清潔にしておいてください。

音声が聞こえない。  ● 接続しているスマートフォンの音量が小さい、または消音になってい
ませんか。音量を調整してください。

音声が途切れる。  ● 周囲に2.4GHz帯を使用する機器や無線機はありませんか。それら
の機器から離れてお使いください。
 ● スピーカーとスマートフォンの距離が離れ過ぎていませんか。

1度ペアリングして、2回
目以降、自動的にペアリン
グできない。

 ● リセット（電源ボタンを8秒以上長押し）をしていませんか。
リセットの操作を行うと、ペアリング履歴がリセットされます。もう一度、
ペアリングしてください。

 ●保証とアフターサービス
保証について
 ● この製品は保証書がついております。お買い上げの際に、販売店より必ず保証書欄の「お買い上げ
年月日」と「販売店印」の記入をお受けください。
 ● 保証期間はお買い上げ日から1年間です。詳細は保証書をご覧ください。

 ■補修用性能部品の保有期間
 ● 本機の補修用性能部品の保有期間は製造打ち切り後6年間です。
 ● 補修用性能部品とは、その商品の性能を維持するために必要な部品です。
 ● 消耗部品のご注文などについては販売店へご依頼ください。
 ● ご不明な点がありましたらキュリオムサポートセンターへご相談ください。

 ■保証期間中は
 ● お買い上げの販売店にご依頼ください。保証書の記載内容により修理致します。 
保証期間中であっても有料となる場合がございます。

 ■保証期間が過ぎているときは
 ● 保証期間経過後の修理については、お買い上げの販売店へご相談ください。 
修理すれば使用できる場合は、ご希望により有料で修理させていただきます。

アフターサービスについて
アフターサービスについてご不明な場合は、本書に記載のお買い上げの販売店かキュリ
オムサポートセンターにお問い合わせください。
※ ナビダイヤルは一部の電話でご利用になれない場合がございます。

●キュリオムサポートセンター

0570-00-9106
受付時間 メールでのお問い合わせ

月～金　午前10時～午後5時30分
(土・日・祝祭日・年末年始を除く)

E-mail：support@qriom.com
ホームページ：https:www.qriom.com

 ■個人情報の取扱いについて
 ● 株式会社  山善およびその関係会社は、お客様の個人情報やご相談内容を、ご相談への対応や修理、
その確認などのために利用し、その記録を残すことがあります。また個人情報を適切に管理し、修
理業務などを委託する場合や正当な理由がある場合を除き、第三者に提供しません。

長年ご使用の機器の点検を！
このような症状はありませんか？！

 ●焦げくさい臭いがする。
 ●本体がいつもより異常に熱い。
 ●その他異常や故障がある。

故障や事故の防止のため、使用を
中止し、必ずお買い上げの販売店
に点検・修理をご相談ください。

※ 本機を廃棄される場合は、地方自治体の廃棄処理に関連する条例または規
則に従ってください。
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